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照明負荷への適用／進相コンデンサの開閉

                           2.15 進相コンデンサの開閉 
●コンデンサバンクの開閉
力率改善用コンデンサの開閉に電磁接触器を使用する場合には次の事項を検討する必要があります。
(1) 開閉時回路のインピーダンスにより決まる突入電流に耐えること。
(2) 開放熱電流がコンデンサの定格電流の 1.3×1.1 倍以上であること。(JISC4901「低圧進相コンデンサ」解説より )
(3) 遮断時再点弧、再発弧 ( 一旦遮断後アークを発生すること ) のないこと。

MS-T/Nシリーズ電磁接触器のコンデンサ負荷への適用容量 ( 単独バンク開閉 ) を下表に示します。

●モータ負荷と同時に開閉
内線規定 ( 資料 3-3-3) では、200V 三相電動機（電動機 1台の場合）の低圧進相コンデンサ取付容量基準を下表のように定
めています。

コンデンサの接続は右図に示す位置がありますが、右図 (a)
の場合には力率改善の割合に応じてサーマルリレーの整
定値をモータの全負荷電流より下げる必要があります。
また、右図 (c) の場合には、モータ停止時に進み力率とな
らないようにモータ始動停止用電磁接触器のコイルとコ
ンデンサ開閉用電磁接触器のコイルを並列接続し、必ず
同時に開閉する必要があります。
なお、右図 (a)､(b) のようにモータとコンデンサを 1台の
電磁接触器で開閉する場合は、モータのみを開閉する場
合より接点寿命が短くなります。

進相コンデンサ接続位置

MC：電磁接触器　MCC：コンデンサ開閉用電磁接触器
THR：サーマルリレー　M：モータ　SC：進相コンデンサ
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三相，6％以上直列リアクトル付(注1)

200～220V

容量[kvar] 電流[A]

400～440V

容量[kvar] 電流[A]

三相，直列リアクトルなし(注2)、(注3)

200～220V

容量[kvar] 電流[A]

400～440V
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単相，直列リアクトルなし(注2)、(注3)
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注1. 直列リアクトルの飽和がないこと、電気的耐久性はAC-3級の値と同一( 43 ページ参照)、並列バンクがある場合も適用可能です。
注2. 閉路時突入電流波高値はコンデンサ定格電流(実効値)の20倍以内、電気的耐久性は20万回程度です。
注3.  直列リアクトルがなく並列バンクのある場合は平均化電流(並列バンクの容量、回路のインピーダンスで決まる)が流れるので適用容量
は小さくなります。


